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１．研究計画の概要 
 音声認識を用いたリアルタイム字幕呈示
システムにおいて，現状では精度100%の字
幕の生成は困難であり，字幕は誤認識を含
む不完全な文章になる．しかしながら，重
要なのは最終的な伝達内容に対する理解を
100%に近づけることであり，そのためには
不完全部分を補うための情報を内容理解の
阻害なしに最適な状態で呈示することが重
要となる． 
 そこで本課題では，現在までに行ってき
た字幕生成過程における精度向上のみなら
ず，字幕呈示過程においてもヒトが阻害な
く情報補完・統合を行うために，誤認識を
含む不完全文と発話時のノンバーバル情報
を呈示させる際に，どの様な顔の部位や情
報間の呈示タイミングなどと言った，情報
呈示に関する最適な方法を探る研究を行う． 
 
 
２．研究の進捗状況 
 検討すべき内容を以下の小項目4つに分
類し，現在までに3つの小項目に関して検討
を行った． 
(1) 不完全な文に対し話者の顔などのノン
バーバル情報の活用による効果とその最適
表示の方法 
 ①ノンバーバル情報として顔のどの領域
を呈示するのが良いか 
 ②ノンバーバル情報と字幕との呈示タイ
ミングをどう制御するのが良いか 
 ③ノンバーバル情報と字幕を同期させて
呈示する際，どの程度の精度が要求される
か（ヒトの時間ずれの検知限の把握） 
 ④ノンバーバル情報と字幕をある時間間
隔で呈示する際，2つの方法をどこまで統合
した情報として保持できるか（ヒトの情報

に対する時間的統合限界） 
 ①では，不完全文からなる字幕のみの呈
示(字幕のみ)を基準として，不完全文に対し
話者の発話時の顔全体映像を付加した場合
(字幕＋顔)，同様に口元近接映像を付加した
場合(字幕＋口元)の3種で比較した．完全文
（正解文）に対する回答文の正答率を文理
解の向上の指標として健聴者と聴覚障害者
に対し実験を行った結果，いずれの被験者
群においても正答率は，「字幕のみ」＜「字
幕＋顔」＜「字幕＋口元」となる傾向を示
した．このことからノンバーバル情報を付
加することで文理解が向上する傾向が統計
的有意差として確認された． 
 ②では，ノンバーバル情報として話者の
発話時の顔全体映像を用い，ノンバーバル
情報に対して不完全文の呈示に時差(-5 秒
~+5 秒)を設けた試料に対し，いずれの時
差が文理解の向上に貢献するかを比較した．
①の実験と同様に正答率をそれぞれの被験
者群で求めた結果，正答率は時差なし(±0
秒)ではあまり向上が認められず，字幕先行
側に 1秒ずらした場合(-1秒(字幕先行 1秒))
が高くなる傾向を示した．また字幕先行側
に外れるほど正答率が単調増加する傾向を
示した．これらの傾向は，何れの被験者群
においても統計的有意差として確認された． 
 ③では，話者の顔情報と不完全字幕の呈示
時差(-5秒~+5秒)を意図的に設け，その呈示
時差を被験者が検知できるかどうかを定量
的に計測することを試みた．その結果，被験
者により異なる傾向を示したが，概ね呈示時
差 0~+2 秒の間に許容限があると推察され
る結果を得た．しかしながら，この定性実験
の結果，検知限には個人差が大きいことがわ
かった．今後の定量実験の実施方法と解析方
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法を再考する必要がある． 
 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている 
（理由） 
 研究項目として挙げている項目のうち，項
目①~②の呈示部位・呈示時差に関しては研
究をほぼ完了した．これらに関しては，現在，
論文化の作業を行っている段階である．項目
③の同期呈示の検知限においては，定性実験
がほぼ終了した段階である．定性実験の結果，
検知限の範囲は概ね把握することができた
が，この検知限の定性実験結果を見る限り，
他の実験結果と比較して非常に個人差が大
きいことがわかった．また被験者群に関して
も同様で，聴覚障害者群・健聴者群で群ごと
の傾向は認められない結果となっている．そ
のため，定量実験の実施方法と解析方法を当
初の通りではなく再考する必要が生じた．こ
れが現在までの達成度の自己評価を「③やや
遅れている」とした理由である．項目④の複
数情報の時間的統合限に関しては，本年度予
定通り取り組む予定である． 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 先述通り，項目①~②の呈示部位・呈示時
差実験に関しては，ほぼ実験実施・結果解析
が終わり，得られた結果を順次原著論文とし
てまとめている段階である．項目③の同期呈
示の検知限の実験に関しては，定性実験の結
果により，検知限の範囲は概ね把握すること
ができたが，個人差が非常に大きいため，今
後の定量実験の手続きと解析方法を早急に
まとめて実験に取り組む必要がある．項目④
の時間的統合限は予定通り進めていく予定
である． 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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